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日
常
生
活
を
支
え
る
移
動
手
段
の
確
保

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

平
松　
正
人

誠
友
会

（
30
分
）

問
し
、
生
徒
や
保
護
者
へ
の
面
談
等
を

行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に

よ
り
学
校
復
帰
す
る
た
め
の
準
備
や
担

任
と
保
護
者
が
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
た
。

生
徒
指
導
教
育
相
談
事
業
は

答

適
応
指
導
教
室
で
は
、
不
登
校

の
児
童
生
徒
に
居
場
所
を
提
供
し
、
集

団
生
活
に
適
応
で
き
る
よ
う
学
習
や
生

活
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

で
は
、
学
校
相
談
員
が
小
中
学
校
を
訪

問

生
徒
指
導
教
育
相
談
事
業
の

取
り
組
み
は
。

答

福
山
リ
サ
イ
ク
ル
発
電
事
業
に

つ
い
て
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生

抑
制
や
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
、
高
度

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
、
最
終
処

分
場
の
延
命
化
な
ど
循
環
型
社
会
の
構

築
に
貢
献
し
て
き
た
。
本
市
と
し
て
も

固
定
価
格
買
取
制
度
の
適
用
が
平
成
35

年
度
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
延
長
を
基

本
に
考
え
て
い
る
。

答

児
童
生
徒
が
、
安
心
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境
を
つ
く
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
元
警
察
官
の
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
指
導
に
苦
慮
し
て
い

る
教
職
員
等
に
指
導
・
助
言
等
を
行
い

問
題
行
動
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
。

問

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
は
。

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ふ
く
や
ま

と
の
連
携
し
た
取
り
組
み
は

能
宗　
正
洋

誠
友
会

（
45
分
）

今
後
の
公
共
交
通
へ
の
取
り
組
み
は

答

今
年
度
、
福
山
・
笠
岡
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
し
、
地
域

実
態
や
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
中

で
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
導
入
効
果

や
他
の
先
進
事
例
を
参
考
に
し
、
住
民

と
の
協
働
に
よ
り
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
公
共
交
通
へ
の
転
換
を
図
る
な
ど

問

交
通
弱
者
対
策
は
。

空
き
家
対
策
は

答

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と
協

定
を
締
結
し
、
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、

本
市
が
所
有
者
の
同
意
を
得
た
上
で
、

宅
建
協
会
に
空
き
家
情
報
を
提
供
し
、

宅
建
協
会
か
ら
所
有
者
に
対
し
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
直
接
行

う
な
ど
、
流
通
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
空
き
家
の
解
消
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問

空
き
家
対
策
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

藤
原　
　
平

誠
友
会

（
45
分
）

中
学
校
で
は
Ａ
問
題
、
Ｂ
問
題
と
も
に

全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
。
小
中
学

校
と
も
に
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
力

に
課
題
が
あ
る
と
い
う
状
況
は
、
国
・

県
と
同
様
に
続
い
て
い
る
。

　
昨
年
度
か
ら
の
小
中
一
貫
教
育
全
面

実
施
に
向
け
た
、
三
年
間
の
準
備
期
間

か
ら
、
各
中
学
校
区
の
全
教
職
員
が
、

小
中
一
貫
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成

に
向
け
て
交
流
・
協
議
し
た
結
果
、
子

ど
も
達
の
協
働
的
な
学
び
を
促
す
授
業

づ
く
り
へ
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
が
、

学
力
調
査
の
正
答
率
の
向
上
に
至
っ
て

い
な
い
。　

答

小
学
校
で
は
知
識
・
技
能
の
定

着
を
見
る
Ａ
問
題
、
知
識
・
技
能
を
活

用
す
る
力
の
定
着
を
見
る
Ｂ
問
題
が
、

と
も
に
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

本
年
度
の
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
結
果
は

問

９
月
29
日
に
公
表
さ
れ
た
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
を
教

育
委
員
会
は
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

６
月
豪
雨
の
水
害
対
策
は

問

①
６
月
豪
雨
で
瀬
戸
川
が
増

水
し
広
範
に
浸
水
し
た
が
、
県
が
策

定
し
た
瀬
戸
川
下
流
の
河
床
掘
削
な

ど
が
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

が
原
因
で
は
な
い
か
。

②
津
之
郷
の
谷た
ん
じ
り尻
、
小
森
の
一
部
で

の
床
上
床
下
浸
水
場
所
が
報
告
書
の

図
面
に
載
っ
て
い
な
い
が
把
握
し
て

徳
山　
威
雄

誠
友
会

（
45
分
）

い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
具

体
的
な
対
応
は
。

答

①
知
事
が
、
県
管
理
河
川
で
浸

水
被
害
が
発
生
し
、
市
民
生
活
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
陳

謝
さ
れ
た
。

　
瀬
戸
川
流
域
に
お
け
る
治
水
対
策
検

討
会
で
再
度
災
害
の
防
止
の
た
め
の
具

体
的
対
策
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

②
谷た

ん
じ
り尻

、
小
森
地
区
は
通
報
で
現
地
確

認
を
行
い
、
浸
水
状
況
を
把
握
し
て
い

る
。
次
期
出
水
期
ま
で
に
必
要
な
対
策

を
講
じ
る
。


